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進路指導の行事
「職業人による
講話」。講師は
地元企業の副
社長。県の研修
会で「積極的に
社員には海外チ
ャレンジさせる。

失敗してもかまわない」と話されていて、これを生
徒に聞かせたいと思った矢口先生。会場の裏口
で、その方が出てくるのを待って交渉し、今回の
講話を実現したそう。「地域のリーダーを育てるた
めには地元で活躍する人の話は有効なんです」

1972年栃木県生まれ。栃木・県立大田原高校
卒。地元の宇都宮大学教育学部卒業後、栃木
県の教員として県立足利高校に６年、県立矢板
東高校８年勤務。2008年４月より県立黒磯高
校へ。11年より３年間学年主任を務め、14年４
月より進路指導部の部長に。担当教科は数学。
生徒への指導のテーマは「自立と自律」。手に持
つポロシャツの文字「KUROISO PRIDE」は同
校野球部監督が考案したキャッチフレーズ。全
職員がこの思いを共有している。

栃木・県立黒磯高校
進路指導主事
矢口一也先生（42歳）

　矢口先生は、家庭の事情で志望大学を
あきらめた経験がある。しかし「教師になれ
ば、生徒の夢の手助けができる。それを自
分の夢にできる」と思い、この道を選んだ。
「高校の担任が、何も相談していないのに
私をしっかり見ていてくれて、ここぞという
時、さりげなく優しい言葉をかけてくれた。そ
のことは20年以上経っても大切な記憶と
して焼き付いています。私もそういう教師を
今もなお目指しています」
　生徒一人ひとりの後ろにあるドラマまで
見据える。例えば、誰にも言えない悩みや
家庭の事情などがそう。進路指導でもそこ
を見て、かつ三手先まで考えて話す。
 「今はまじめな子が多いのですが、深く考
える習慣がなく、進路も人任せだったり、安
易に地元でいいと決めたり。そんな生徒た
ちに、積極的に物事をとらえて生きること
のおもしろさ、ギリギリまで頑張り続けるこ
とのすばらしさを知ってほしい。人として誇
りをもつことの大切さも。きっとそういうこと
を日々のなかで生徒に伝えるのが、教師の
役割だと思います」
　ただ、教師として怖いなと思うのは発言

での失敗。「こちらが励ますつもりで言った
ことが生徒の取り方次第で裏目に出てしま
うことも。そうならないためにもやはり毎日、
一人ひとりの生徒に心を配ることが大切
だと肝に銘じています」

生徒の成長がうれしく楽しい。
それこそが教師の醍醐味

　担当の数学の授業は、演習と講義を緩
急織り交ぜながら進める。生徒が本当に
理解するまで粘り強く付き合い、場合によ
っては自主的に補講も行う。「数学はじっく
り考える時間も大切。表現力も身につけさ
せたいので、できるだけ多く生徒に発言さ
せます。教師が一生懸命であれば、生徒
は必ず反応してくれる。それによってさらに
成長してくれるのも素直にうれしい」
　黒磯高校は「KUROISO PRIDE」を
キャッチフレーズとする。生徒に「誇りをも
ってほしい」という願いを込めた言葉だが、
「全職員がこの思いを共有し、指導にあた
っている。教師同士の仲の良さが本校の
強みであり、それもまた私の誇りです」

自立と自律。人任せにせず、誇りをもって自分の人生を生きる人を育てたい。
矢口先生はその思いを胸に毎日、生徒に全力投球で接している。

教育力がある。生徒のいいところを見つけて120％伸ばすし、矢口先生
の指導を受けた生徒は自分の言葉で話せるようになる。親睦会を幹事長
として盛り上げるなど、職場の雰囲気を良くするために頑張っています。
硬軟が混ざっているところも魅力です。（黒磯高校　加藤信行先生）

テーマ：自分の体験談やプライベートを話しますか？

WEBサイトには紙面に載せきれなかったヒントも掲載
キャリアガイダンス.net ≫「進路指導、私の工夫」をチェック！

進路指導、私の工夫

大学入試、大学のゼミ選考、就活などで挫折があったことを話しま
す。ご縁があった（与えられた）環境で努力を続けることで、次の自分
が見えてくることを伝えていきたいですね。（静岡県・稲葉渉先生）

大学を卒業する際の就職活動の話をします。企業の採用担当者と
のやり取り、面接体験など、多くの企業を受験したので、その体験は高
校生にも十分役に立つ話だと思います。（兵庫県・井上仁志先生）

センター試験で時間配分を間違った話や、文理選択のテスト結
果を見て悩んだ話などをします。生徒は失敗したくないと思ってい
るので、興味をもって話を聞いてくれます。（福岡県・南正起先生）

「何も考えずに大学選びをすると失敗するよ」、という流れで、自分が
大学で１年間仮面浪人をした話をします。（青森県・小向暢輝先生）

民間企業に勤務した経験があるので、３年生には、私が新入社員
の時に上司や先輩方に教えてもらったことを話しています。生徒た
ちは皆、真剣に聞いています。（山形県・齋藤昌広先生）

教員になってからは、県外視察の見聞録、企画した研修会・講演
会で出会った講師とのエピソードなども話します。（広島県・Ｂ先生）

私は塗料メーカーで自動車塗料を開発していましたが、その後、通
信教育にて教員免許を取得したので、その経緯を話します。生徒
たちは、こんな進路決定もあるのかと認識し、自分のことは自分で
決めようと思ってくれるようです。（福島県・Ａ先生）

学生時代のボランティア活動や教員になった動機など。実体験を
話すと生徒は積極的に聴き、質問も多数出ます。（大阪府・Ｃ先生）
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宮
崎
県
立
延
岡
星
雲
高
校
は
今
年
度
10

周
年
を
迎
え
た
。
少
人
数
学
習
で
難
関
大

学
合
格
を
目
指
す
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
を
設
置

す
る
な
ど
学
力
向
上
に
力
を
入
れ
、キ
ャ
リ

ア
教
育
も
推
進
。ま
た
部
活
動
や
行
事
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

２
年
生
３
学
期
は

実
施
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ミ
ン
グ

　

同
校
で
は
１
年
生
か
ら
の
小
論
文
指
導
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
国
語
科
の
先
生
方
が
計

画
を
立
て
、月
１
回
、総
合
的
な
学
習
の
時

間
や
土
曜
講
座
を
使
っ
て
担
任
が
指
導
。一
昨

年
ま
で
は
、そ
の
集
大
成
と
し
て
３
年
生
で

初
め
て
志
望
理
由
書
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

昨
年
度
は
、２
年
生
の
２
月
に
生
徒
に
学

校
研
究
の
た
め
の『
進
学
事
典
応
援
号
』を

配
付
。
付
録
と
し
て
つ
い
て
い
る
適
性
検
査

を
受
け
、３
月
に
結
果
を
返
却
す
る
の
と
同

時
に「
自
分
に
合
っ
た
進
学
先
の
選
び
方
」

を
テ
ー
マ
に
リ
ク
ル
ー
ト
に
よ
る
講
演
を
実

施
し
た
。
講
演
で
は
志
望
理
由
書
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
、ま
た
ど
の
よ
う
に
書
く

の
が
よ
い
の
か
に
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、生
徒

は
講
演
後
、『
進
学
事
典
応
援
号
』の
付
録

の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト「
志
望
理
由
書
を
書
く
準

備
を
し
よ
う
」に
取
り
組
ん
だ
。こ
の
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
は
、適
性
検
査
の
結
果
も
ふ
ま
え
、

ま
ず
自
分
の
強
み
や
長
所
を
記
入
。
そ
し

て
、志
望
動
機
や
入
学
後
に
身
に
つ
け
た
い

力
な
ど
を
記
入
す
る
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

「
２
年
生
の
う
ち
に
志
望
理
由
書
対
策
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
め
た
の
は
、生
徒
に
と

っ
て
も
教
員
に
と
っ
て
も
非
常
に
意
味
の
あ

る
こ
と
で
し
た
。
講
演
で
行
き
た
い
大
学
の

ど
こ
に
着
目
す
る
べ
き
か
や
、自
分
の
言
葉

で
書
く
こ
と
の
重
要
性
を
語
っ
て
も
ら
っ
た

の
で
生
徒
も
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
ス
ム
ー
ズ
に

書
き
始
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
」と
言
う
の

は
、進
路
指
導
部
の
黒
木
善
幸
先
生
だ
。

　

黒
木
先
生
は
、早
い
段
階
で
し
っ
か
り
志

望
校
合
格
へ
の
意
識
が
固
ま
る
よ
う
、３
年

生
の
４
月
に
自
身
が
担
任
を
務
め
る
ク
ラ

ス
の
生
徒
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

「
将
来
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
」を
配
付
。

『
進
学
事
典
応
援
号
』な
ど
を
参
考
に
第
３

志
望
校
ま
で
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
記
入

し
、そ
れ
に
つ
い
て
の
保
護
者
の
意
見
や
、具

体
的
な
努
力
事
項
も
書
く
欄
を
設
け
た
。

こ
の
２
年
生
２
月
か
ら
の
流
れ
に
よ
り
、３

年
生
の
７
月
の
面
談
も
こ
れ
ま
で
に
な
く
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
、進
路
実
現
へ
向
け
て
の
具

体
策
を
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
と
言
う
。

　
一
方
、今
年
度
か
ら
進
路
指
導
主
事
と
し

て
同
校
に
赴
任
し
た
森
伸
一
先
生
は
、各
担

任
を
通
し
て
３
年
生
全
員
に「
第
一
志
望

（
校
）決
意
書
」を
配
っ
た
。生
徒
は
こ
の
用
紙

に
第
一
志
望
校
や
決
意
な
ど
を
記
入
し
、進

路
主
事
、学
年
主
任
、担
任
の
と
こ
ろ
を
回

り
、決
意
表
明
を
読
み
上
げ
、そ
れ
ぞ
れ
の

先
生
に
サ
イ
ン
を
も
ら
う
。
各
教
員
は
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
生
徒
に
声
を
か
け
た
り
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
い
う
も
の
だ
。「
前
任
校

生徒数587人
（男子263人・女子324人）
普通科12学級・フロンティア科5学級
進路状況（2013年度）／
大学進学61％・短大進学9％・
専各進学23％・
就職3％・その他4％

宮崎県延岡市牧町4722
電話／0982-31-2491
http://www.miyazaki-c.ed.jp/nobeokaseiun-h/

スクールデータ

宮
崎
・
県
立 
延
岡
星
雲
高
校

で
実
践
し
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
を
や
る
と
夏

の
過
ご
し
方
が
充
実
し
ま
す
」と
言
う
。

進
路
へ
の
思
い
や
決
意
を

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
せ
る

 

「
昨
年
度
は
ベ
ス
ト
な
時
期
に
志
望
理
由
書

の
準
備
に
入
れ
た
と
思
い
ま
す
」と
森
先
生
。

「
2
月
、3
月
に
適
性
検
査
、進
路
講
演
、ワ

ー
ク
シ
ー
ト
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、３

年
生
の
ス
タ
ー
ト
が
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
も
ツ
ー
ス

テ
ッ
プ
も
早
ま
っ
た
気
が
し
ま
す
」と
い
う
の

は
黒
木
先
生
だ
。な
お
、適
性
検
査
は
も
っ
と

早
い
時
期
の
ほ
う
が
効
果
的
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
が
あ
り
、来
年
度
は
２
年
生
の
初

め
に
実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

 

「
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
で
す
が
、総
合

的
な
学
習
の
時
間
を
ほ
と
ん
ど
フ
ル
に
使
っ

て
進
路
指
導
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。一
方
で
、生
徒
は
い
ろ
い
ろ
な
思

い
が
あ
る
も
の
の
そ
れ
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す

る
機
会
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
印
象
も
受

け
ま
し
た
。
今
後
は
適
性
検
査
や
学
校
比

較
、志
望
理
由
書
作
成
な
ど
を
よ
り
充
実

さ
せ
、生
徒
の
進
路
へ
の
思
い
を
う
ま
く
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
、具
現
化
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す

ね
」と
森
先
生
。
先
生
方
が
独
自
に
活
用
し

て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
類
も
整
理
し
、よ
り

効
果
的
に
活
用
し
て
い
く
考
え
だ
。

（
取
材
・
文
／
永
井
ミ
カ
）

■ 「第一志望（校）決意書」

■ オリジナルワークシート
  「将来の夢の実現に向けて」

将来の夢、第３志望校までの研究や保護者の意見、進
路実現へ向けての努力事項などを書き込む。

リクルートサービスを活用した指導実践例 進学事典

進路指導主事
森 伸一先生（左）

進路指導部
黒木善幸先生（右）

「書く作業を通じ
て国語力を高めて
いきたい」（森先生）
「なぜこの学校を
希望するのか。も
っと生徒と踏み込
んで話がしたい」
（黒木先生）

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研≫キャリアガイダンス≫発行メディアのご紹介≫クラス担任のためのキャリアガイダンスvol.24

生徒は志望理由やセンター試験の目標点、この夏の努
力ポイントなどを記入し、先生の前で決意表明を読み上
げる。


